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卓話「環境と自分」金井大輔君
次 週 予 定 ３ 月 １ ５ 日
夜間例会「第６回クラブ協議会」

第 ２ ８ ５ 回 例 会 ５ ９ 年 ３ 月 ５ 日

出席報告
’

一 ＝

| 会 員誉
４９名

|出席薮|出濤率'２９名６１7％
剴回の修正’

’1
尺 席 者

I N T E R C I T Y

G E N E R A L

F O R U M

〈見直せ出直せロータリー》
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１９８３～８４年度国際ロータリー第２５９地区第１０．

１１分区（ロータリー近隣クラブ研修会）於

千寿閣、ホストクラブ相模原西RC
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例会日：毎週木曜日１２時30う
会 長 ： 長 、 谷 川 清
会 長 イ レ ク ト ： 猪 熊 唯
副 会 長 ： 上 田 利
幹 事 ： 古 木 勝
会報委員：杉山・福本・菊池 ‘
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ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム 委 員 長
国際奉仕について 鈴木久次郎君

委員長それではただいまより開催いたします。

副委員長こちらの席について下さい。フォーラム
に入る前に、当クラブ推薦の交換学生服部裕子さ
んにオーストラリア行の抱負を話していただきます。

服部嬢このたびロータリーの交換学生として、
オーストラリアに行かせていただく謡こなりまし湖艮部

裕子です。出発に当って多少の不安もあり複雑な
気持ですが、向こうに行ったら、一つでも多くの事
を学んで有意義な生活を送れる様に頑張りたいと
思いますｂこｵ1からいろいろとお世話になる事もある
と思いますカミどうぞよろしくお願いいたします。

委員長どうぞお掛け下さい。とにかく頑張って
オーストラリアをゆっくり勉強して来ていただきた
いと思います。よく学び、よく遊べと前会長のお

言葉もございますので、それを強調してまいりた
いと思います。今日はくしくも「ロータリー創立

記念日（２３日)」で国際奉仕のフォーラムができると
いう事は、非常に有難い事だと思っております。
ご存知の通り、国際奉仕委員会というのは、やれ

ばやっただけいくらでも仕事力坊り､やらなけｵ'ばやら
ないで何もないですむ両極端な委員会です。この

辺のところをよく理解しませんと、「国際奉仕と
は何ぞや」ということになってしまうんではない
かと思います。そこで本年度は交換学生の受入もし、
又派遣も出来たという事は当クラブにとりまして、

非常に記念すべき年ではないかとかように思って
おります。特に青少年問題につきましては-全Ｒ
Ｃが真剣に取組んでいるという事で、この問題な
くして、ロータリーを語る事が出来ないという位
な問題です。そこで今日は、皆様方に、忌禅のな
い御意見を述べていただき、それを参考に当クラ

ブの指針にしていきたいと思っていますのでよろ
しく御協力お願いします。
この交換学生につきまして、受け入れてよかったという

方々い力功妬しようか｡何かこういう形で受け入ｵ1を確

立した方がよかったんだという相憶見がこぎいましたら、
一つお話ししていただけ加孟ありがたいんですカミ

二見会員丁度１ケ月たっていますので、感じた

事を云わせてもらいます｡本人ジェフが非常に素直
な子で､私一沫の不安を確かに家族のものも感じた
のですが、今のところ別に思った程トラブルもな
いし、今の高校生位の年頃は非常にむずかしいの

かなと思ったのですが、言葉の差もあって、今の
ところこれといって問題を感じてない。非常に良
い経験をさせていただきました。

中西会員何回か自宅に来ていただき、教会にも
本人が来て、家族も教会に行って、子供達が非常
に喜んで、私はやってよかったなと、これからや
るのですが、その一員に加えて頂き、４月から６

月の間、期待をもっています。家族で早く心待ち
していますのでよろしく。
橋本会員私のところは夏休みの期間にお預りし
ますので、特別な事はやろうという気はありませ
ん。過去に英国人を預つた事があり、１年間自分
の子供と同じに扱った。私には子供がありません
ので、本人の好き勝手にしています。不安も抱負

も持っていない。ジェフが家族の一員として、私
の妻に対して、′n l i s i smyrmtherof jamn

といえる事がいいのではないか。また彼自身が
ILre i s j apanを感じてくれればよい。それ

位の感じしか持っていません。
寺田会員仕上げというと大変立派な言葉を頂戴
しましたのですが、初めに皆様にお図りした関係

上、私の方に来ていただかなくてはならないので
すが、言葉も外国の青年に対しても、チンプンカ
ンプンなので、若い世代の御家庭からの方が良い

と思って、最後にまわしていただきました。いず
れにしても、当クラブでは初の経験ですので、何
も出来ませんが、老夫婦で一生懸命ジェフ君が日
本に対するイメージを良いものとして、帰国して
いただく最後のフォームファミリーをつとめたい

と思います。（次号に続く）
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